






























および放線菌由来ポリエンマクロラクタム Niizalactam Cの合成研究 
 





クタム Niizalactam Cの合成研究を行った．以下にその詳細を示す． 
 
1．新規 Phosphatidylinositol-3,5-bisphosphate誘導体の合成 






た誘導体 di-C8-PI(3,5)P2/5AM (3)の合成を行った．更に，これらを放線菌由来天然物 vicenistatinの機能解
析に利用した． 








Di-C8-PI(3,5)P2 (2) の改良合成を Scheme 2に示す．既知のトリオール 121) を調製し，BOM 基による


































































        
R = H
di-C8-PI(3,5)P2/5AM (3): R = CH2OAc
4: R1 = R2 = Bn
5: R1 = Me, R2
 = CH2CH2CN
8: R2 = Bn













10 11 Scheme 1
  





Di-C8-PI(3,5)P2 (2) の合成で確立した方法に従い，di-C8-PI(3,5)P2/5AM (3)の合成を行った（Scheme 3）．




を得た．最後に水素添加条件に付し BOM 基の除去を行い，新規誘導体 3を合成した．  
【PI(3,5)P2誘導体を用いた vicenistatinの機能解析】 
合成した誘導体を vicenistatin の機能解析研究に応用した 3)．Vicenistatin は放線菌由来の天然物で，培
養動物細胞に処理すると細胞内に巨大な液胞が形成される．この液胞化は PI(3,5)P2の欠乏に由来する現
象と考えられたことから，PI(3,5)P2誘導体の投与により液胞化が抑制されるか否か検証した．その結果，




【参考文献】1) G. F. Painter et al. J. Org. Chem. 2010, 75, 3541. 2) R. Y. Tsien et al. J. Biol. Chem. 1998, 273, 11017. 




































































































































































































2．放線菌由来ポリエンマクロラクタム Niizalactam Cの合成研究 
【背景・目的】 
Niizalactam C (14) は 2015年に阿部らによって Streptomyces属の放線菌か
ら単離・構造決定された三環性マクロラクタムである 4)．14は当初，Ohら
によって tripartilactam (15) と命名され，その構造は 18，4，8員環が連続し
た骨格であると提唱されていたが 5)，阿部らによって構造改訂された．14は
構造上の特徴として，18 員環が縮環したシスデカリン骨格を有しており，
その構造は 26 員環ポリエンマクロラクタムの分子内 Diels-Alder 反応によ




【Niizalactam Cと Tripartilactamに共通するポリエン構造の合成】 
共通ポリエン構造
の 逆 合 成 解 析 を

















































































































 デカリンフラグメント 30 は










環化前駆体の合成と分子内 Diels-Alder反応の検討を Scheme 8に示す．D-リキソースから 4工程を経て
得られるラクトン 33 に対し，ビニルヨージド 34 由来のビニルリチウム種を求核付加し，生じたアルコ














【参考文献】 4) I. Abe et al. J. Nat. Prod. 2015, 78, 3011. 5) D.-C. Oh et al. Org. Lett. 2012, 14, 1258. 
















































































1) n-BuLi, THF, -78 °C;    35, THF, -78 °C
2) 1-Me-AZADO    
PhI(OAc)2, CH2Cl2    



























     
desired
26: R = SnBu3




- 30 °C, dark1 22%
CuCl, NaOt-Bu, PCy3·HBF4, B2pin2




   
undesired
27: R = SnBu3
29: R = Bpin
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